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四 

明 

嶽 

の 

月 
叡
山
四
明
嶽
に
、
腰
を
お
ろ
し
て
、
月
を
み
る
一
人
の
僧
が
あ
っ
た
。 

建
長
五
年
の
早
春
で
あ
る
。
折
か
ら
夜
霧
が
む
く
む
く
と
脚
下
よ
り
湧
き
起
っ
て
、
今
ま
で
み
え
て
い
た
京 

 
 
 
 

の
街
の
灯
も
、
み
え
な
く
な
り
、
月
光
を
川
面
に
す
っ
て
、
一
条
の
銀
蛇
の
如
く
み
え
て
い
た
鴨
川
の
う
ね
り
も
や 

 
 

が
て
、
霧
に
消
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。 

み
え
る
も
の
と
て
は
、
天
空
の
月
一
つ
、
月
明
に
星
さ
え
み
え
ぬ
夜
で
あ
っ
た
。 

月
に
対
し
て
黙
想
す
る
、
そ
の
僧
の
姿
は
、
傍
観
す
れ
ば
、
古
淡
な
一
幅
の
名
画
と
言
え
よ
う
が
、
そ
の
人
の 

 
 
 

脳
裡
に
深
く
立
ち
入
っ
て
み
れ
ば
、
ま
さ
に
山
上
火
を
吹
く
の
気
慨
が
あ
っ
た
の
だ
。 

 

二
十
一
歳
、
叡
山
に
登
っ
て
こ
こ
に
十
二
か
年
、
そ
の
間
二
十
五
歳
の
寛
元
四
年
に
は
、
叡
山
の
宿
敵
た
る
三 

 
 
 

井
園
城
寺
に
留
学
し
て
、
そ
の
宗
風
を
き
わ
め
た
が
、
今
に
し
て
思
え
ば
「
智
証
の
門
家
三
井
園
城
寺
、
慈
覚
の 

 
 
 

門
家
叡
山
と
、
修
羅
と
悪
竜
と
の
合
戦
隙
な
し
、
園
城
寺
を
焼
き
叡
山
を
焼
く
、
智
証
大
師
の
本
尊
慈
氏
菩
薩
も 
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焼
け
ぬ
。
慈
覚
大
師
の
本
尊
大
講
堂
も
焼
け
ぬ
、
現
身
に
無
間
地
獄
を
感
ぜ
り
」
の
所
感
に
す
ぎ
な
か
っ
た
と
い 

 
 
 

え
よ
う
。
一
度
叡
山
に
帰
っ
た
が
、
二
十
七
歳
寛
治
二
年
、
南
都
に
入
っ
て
三
論
法
相
の
古
宗
の
教
理
を
探
り
、 

 
 
 

更
に
紀
州
高
野
山
に
登
っ
て
は
真
言
の
秘
法
を
究
め
、
帰
途
に
は
摂
州
天
王
寺
に
寄
っ
て
、
聖
徳
太
子
の
教
旨 

 
 
 
 

を
窺
い
、
二
度
び
叡
山
に
帰
っ
た
。 

叡
山
に
あ
る
こ
と
二
年
、
建
長
三
年
三
十
歳
の
時
、
再
び
山
を
下
っ
て
京
洛
の
地
、
教
王
護
国
寺
（
今
の
東 

 
 
 

寺
）
御
堂
の
仁
和
寺
に
入
っ
て
不
審
を
正
し
、
傍
ら
儒
典
、
国
学
、
書
道
等
の
各
大
家
の
門
を
叩
い
て
三
度
叡
山 

 
 
 

に
帰
っ
た
。 

そ
れ
よ
り
二
か
年
、
叡
山
に
あ
っ
た
が
論
議
の
勇
将
た
る
学
頭
と
し
て
、
東
塔
、
西
塔
、
横
川
の
三
塔
を
圧
し 

 
 
 

て
い
た
。 

 

今
四
明
嶽
に
月
と
対
し
て
、
現
在
の
十
宗
を
端
的
に
批
判
す
る
な
ら
ば
次
の
如
し
だ
。 

倶
舎
宗
は
、
過
去
の
小
乗
教
。 

成
実
宗
は
、
大
乗
小
乗
混
合
し
て
明
白
な
る
誤
り
が
あ
る
。 

律
宗
は
、
も
と
は
小
乗
教
で
あ
っ
た
が
、
中
頃
は
権
大
乗
教
今
は
自
分
自
身
で
大
乗
教
だ
と
錯
覚
し
て
お
る
宗 

 
 
 

旨
。 法

相
宗
は
、
も
と
は
権
大
乗
の
中
の
浅
薄
な
る
法
門
で
あ
っ
た
が
、
次
第
に
増
長
し
て
、
他
の
大
乗
教
を
打
ち 
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破
る
こ
と
が
出
来
る
と
思
っ
て
お
る
、
謀
叛󠄀
人
平
将
門
純
友
の
如
き
宗
旨
で
、
下
に
い
て
上
を
破
る
も
の
で
あ 

 
 
 

る
。 三

輪
宗
は
権
大
乗
の
空
の
一
分
で
あ
る
が
、
自
分
は
実
大
乗
だ
と
自
惚
れ
て
お
る
。 

華
厳
宗
、
こ
れ
は
権
大
乗
で
あ
る
が
、
他
の
権
大
乗
よ
り
は
ま
し
で
あ
る
。
摂
生
関
白
の
如
き
だ
が
、
法
華
を 

 
 
 

敵
と
し
て
立
て
る
宗
な
る
故
に
臣
下
の
身
を
も
っ
て
、
大
王
の
位
に
つ
か
ん
と
す
る
が
如
き
で
あ
る
。 

浄
土
宗
も
権
大
乗
の
宗
旨
で
あ
る
が
善
導
、
法
然
が
、
た
ば
か
り
に
よ
っ
て
、
念
仏
を
も
っ
て
末
法
の
機
に
適 

 
 
 

う
と
な
し
、
人
心
の
み
を
主
に
し
て
、
一
代
の
聖
教
を
否
定
す
る
と
い
う
立
場
を
と
っ
て
い
る
。 

禅
宗
は
一
切
経
の
外
に
真
実
の
法
あ
り
と
な
す
、
こ
れ
は
親
を
殺
し
て
子
を
用
い
、
主
を
殺
せ
る
臣
下
を
用
い 

 
 
 

る
が
如
き
も
の
で
あ
る
。
義
朝
は
父
と
弟
を
殺
し
清
盛
は
叔
父
を
殺
す
、
親
子
、
兄
弟
、
叔
父
、
甥
の
戦
い
と
い 

 
 
 

う
保
元
平
治
の
乱
に
似
て
お
る
。 

真
言
宗
は
道
理
文
証
に
し
か
ず
。
承
久
の
乱
を
み
れ
ば
分
明
で
あ
る
。
国
敵
王
敵
と
な
る
も
の
を
降
伏
せ
し
め 

 
 

て
、
命
を
と
る
と
い
う
。
十
五
坦
の
法
を
京
洛
の
地
の
、
七
大
寺
十
五
大
寺
が
修
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の 

 
 
 

満
願
の
日
に
、
官
軍
は
敗
北
し
、
三
院
は
い
け
ど
ら
れ
て
九
重
は
一
時
に
焼
失
し
、
三
院
三
国
に
流
罪
と
い
う
、 

 
 
 

皇
国
未
曽
有
の
出
来
事
を
惹
起
せ
し
め
た
、
こ
れ
偏
え
に
真
言
の
罪
で
あ
る
。 

思
う
に
此
等
の
十
宗
は
、
仏
の
滅
後
に
、
天
竺
、
支
那
の
人
師
、
論
師
が
建
て
ら
れ
た
宗
旨
で
あ
っ
て
、
仏
の 

 
 
 

自
ら
建
て
た
宗
旨
で
は
な
い
。 
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仏
も
か
か
る
蘭
菊
の
美
を
競
う
宗
旨
の
起
る
こ
と
を
予
想
せ
ら
れ
た
か
、
涅
槃
経
の
御
遺
言
に
は
、 

「
法
ニ
依
リ
テ
人
ニ
依
ラ
ザ
レ
、
義
ニ
依
リ
テ
語
ニ
依
ラ
ザ
レ
、
智
ニ
依
リ
テ
識
ニ
依
ラ
ザ
レ
、
了
義
経
ニ
依
リ 

 
 
 

テ
不
了
義
経
ニ
依
ラ
ザ
レ
」
と
戒
め
ら
れ
て
お
る
。 

こ
の
御
遺
言
に
よ
っ
て
、
一
切
経
を
読
む
べ
き
で
あ
り
、
滅
後
の
宗
見
を
も
っ
て
、
一
切
経
を
計
る
べ
き
で
は 

 
 
 

な
い
。 

経
文
を
先
き
と
し
て
考
え
た
る
十
二
か
年
間
の
研
鐙
の
結
果
は
、
法
華
経
こ
そ
、
如
来
出
世
の
本
懐
也
の
一
大 

 
 
 

確
信
で
あ
っ
た
。 

し
か
ら
ば
、
そ
の
法
華
経
を
も
っ
て
建
て
ら
れ
た
こ
の
比
叡
山
が
何
故
今
日
の
て
い
た
ら
く
に
な
っ
た
の
で
あ 

 
 
 

ろ
う
か
の
疑
問
が
湧
く
。 

研
鍛
十
二
か
年
、
そ
れ
も
解
決
し
た
。 

即
ち
大
集
経
に
は
、
仏
滅
後
の
時
代
を
、
正
法
千
年
、
像
法
千
年
、
末
法
万
年
と
さ
れ
て
、
正
法
千
年
を
第
一 

 
 
 

解
説
堅
固
、
第
二
禅
定
堅
固
の
二
つ
の
五
百
年
に
区
分
し
、
像
法
千
年
を
第
三
読
誦
多
聞
堅
固
、
第
四
多
造
塔
寺 

 
 
 

堅
固
の
五
百
年
あ
て
に
く
ぎ
っ
て
お
る
。
末
法
は
万
年
と
規
定
し
、
そ
の
末
法
に
入
っ
て
の
五
百
年
を
、
第
五
闘 

 
 
 

諍
堅
固
と
言
う
。 

堅
固
と
は
約
確
に
し
て
相
違
な
し
の
意
味
で
あ
る
が
、
釈
尊
の
滅
後
、
時
代
は
実
に
大
集
経
所
説
の
如
く
推
移 

 
 
 

し
た
。 



 

83 四明嶽の月 
 

鎌
倉
に
三
か
年
、
叡
山
に
十
二
か
年
、
十
五
か
年
間
の
研
鑽
の
結
果
、
法
華
経
こ
そ
如
来
出
世
の
本
懐
也 

 
 
 
 
 

と
確
信
し
た
。
そ
の
法
華
経
の
中
に
は
、
法
華
径
が
流
布
す
べ
き
時
代
す
ら
指
定
さ
れ
て
お
る
。 

即
ち
薬
王
品
に 

「
我
が
滅
度
の
後
、
後
の
五
百
歳
の
中
、
閻
浮
提
に
広
宣
流
布
し
て
断
絶
せ
し
む
る
こ
と
な
か
れ
」
と
あ
る
。 

後
の
五
百
歳
と
は
、
大
集
経
に
言
え
る
第
五
闘
諍
堅
固
の
時
代
を
指
す
の
で
あ
る
。 

世
界
史
上
に
も
類
例
の
な
い
四
百
年
の
長
き
に
渡
っ
た
平
安
朝
の
泰
平
の
夢
が
、
一
朝
に
し
て
破
れ
る
と
、
保 

 
 
 

元
よ
り
承
久
三
年
に
至
る
僅
か
六
十
五
年
間
は
、
こ
れ
ま
た
、
世
界
史
上
に
無
類
と
も
言
う
べ
き
、
一
大
闘
諍
動 

 
 
 

乱
の
世
で
あ
っ
た
。 

三
上
皇
を
流
罪
し
て
、
天
下
は
北
条
に
帰
し
、
干
戈
剣
撃
の
響
き
は
一
時
鳴
り
を
ひ
そ
め
た
が
、
承
久
の
乱
の 

 
 
 

翌
年
よ
り
今
年
二
十
二
年
の
間
、
京
鎌
倉
に
大
地
震
の
あ
る
こ
と
都
合
四
回
、
大
風
等
の
天
変
の
あ
る
こ
と
十
二 

 
 

回
、
疾
病
流
行
の
年
が
十
二
年
、
洵
に
生
あ
る
こ
と
が
不
思
議
と
も
言
う
べ
き
世
の
中
で
あ
る
。  

法
華
経
流
布
の
時
は
、
悪
世
末
法
と
あ
る
。 

伝
教
大
師
は
法
華
流
布
の
時
を
末
法
の
始
め
と
い
わ
れ
て
、
自
身
が
仏
滅
後
、
一
千
八
百
余
年
の
、
多
造
塔
寺 

 
 
 

時
代
に
生
れ
た
こ
と
を
歎
か
れ
て
お
る
。 

宣
べ
な
る
か
な
、
伝
教
大
師
の
教
法
は
、
僅
か
数
年
に
し
て
断
絶
し
て
し
ま
っ
て
お
る
の
で
は
な
い
か
。 

法
華
経
の
流
布
す
べ
き
、
第
五
の
闘
静
堅
固
の
時
代
と
は
正
し
く
今
で
あ
る
。
す
で
に
仏
の
予
言
せ
ら
れ
た
末 
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法
に
入
り
、
経
文
の
如
く
法
華
経
の
流
布
す
べ
き
時
に
な
っ
て
お
る
。
然
る
に
禅
宗
を
弘
め
た
栄
西
、
浄
土
を
弘 

 
 
 

め
た
法
然
は
あ
っ
て
も
、
法
華
経
を
弘
め
た
も
の
は
何
処
に
も
な
い
。
時
は
正
に
至
れ
り
と
言
う
べ
き
で
は
な
い 

 
 
 

か
。 

 

「
お
う…

…

」  

と
声
を
か
け
て
、
そ
の
人
は
、
海
技
二
千
七
百
二
十
三
尺
の
、
四
明
嶽
の
岩
上
に
立
ち
上
っ
た
。 

折
柄
、
脚
下
の
夜
霧
は
天
上
の
月
も
か
く
し
て
、
身
は
さ
な
が
ら
虚
空
に
あ
る
が
如
く
、
天
上
天
下
た
だ
我
一 

 
 
 

人
あ
り
の
観
が
あ
っ
た
。 

そ
の
人
と
は
、
仏
滅
後
二
千
百
七
十
一
年
に
生
れ
た
る
、
末
法
の
大
導
師
た
る
べ
き
、
日
蓮
大
聖
人
の
若
き
日 

 
 
 

の
姿
で
あ
っ
た
。 


